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７月に２名の留学生を国際教養科で受け入れました。２人とも昨年西校で短期留学を経験し、大変楽し

い体験だったため是非今年も西校で受け入れてほしいという強い希望で西校に来てくれました。 

ローマン葉月さんはドイツから２年国際教養科にやってきました。１年ぶりの再会に生徒たちは大盛

り上がりでした。２年６組のクラス T シャツはクラス全員の幼少期の写真を印刷したものでしたが、あ

らかじめ生徒たちが葉月さんとやり取りをし、葉月さんの幼少期の写真もプリントされていました。クラ

スの一員として受け入れられている雰囲気がとても素敵だと感じました。 
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国際教養科 NEWS 4月 

７月 ２名の留学生を受け入れ 
梶の葉祭や日本の高校の授業を経験 

 西校最終日に葉月さんと話していたところ、

これから友達とカラオケに行くとのことでし

た。葉月さんの十八番は美空ひばりさんの「真

っ赤な太陽」「川の流れのように」だそうです。

目の前で歌ってくれましたが、本当に上手で驚

きました。日本の高校生とカラオケに行って美

空ひばりを熱唱する葉月さんを是非見てみたか

ったです。 

ローマン葉月さん（１番右） 

 

１年国際教養科にはベルギーから宮尾珠奈さ

んがやってきました。日本人学校の補習校に通

っていたため、日本語のレベルの高さに驚かさ

れました。次ページ掲載の感想文を読んでいた

だければお分かりになると思います。珠奈さん

は昨年度とは異なるクラスでの受け入れで最初

は緊張していたようにも見えましたが、特に文

化祭ではクラスの一員として貴重な体験をする

ことができたようです。 

 

宮尾珠奈さん（中央） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパの高校には部活動はないですし、文化祭やクラスマッチ、合唱コンクールのような学校行

事もありません。ですから「日本の高校生はとてもうらやましい」とイギリス出身のキャスパー先生や

先日フランスに帰国した留学生のエデンさんがよく言っていました。葉月さん、珠奈さんも同様のこと

を話していました。日本の学校を外国の学校と比べる機会はあまりないですが、学校行事が充実してい

て、部活動があることは日本の学校が外国に誇れる側面であることを生徒たちは留学生から知りまし

た。留学生を受け入れて、初めて自分たちの国の良さに気付くこともあるのだと思います。 

 

 

 【宮尾珠奈さんの感想】 

今年も 3週間、日本の高校で体験入学をさせていただきました。今年は２年生がイギリスへの海

外研修に参加している期間だったため、再び１年生で貴重な機会をいただくことができました。 

今年は、昨年とは違って文化祭当日から参加することができたことが特に印象に残っています。

準備の様子を見ることはできませんでしたが、文化祭当日にクラスのみんながそれぞれの役割を果

たし、お互いに協力しながら一つの目標に向かって取り組んでいる姿がとても印象的でした。一人

ひとりが来場者に楽しんでもらえるよう工夫し、声を掛け合いながら活動している様子を見て、ク

ラス全体の団結力や仲の良さを感じました。私もその雰囲気の中で文化祭に参加することができ、

とても楽しく、忘れられない思い出になりました。 

授業では、内容が難しいと感じることもありましたが、先生方が丁寧で分かりやすく説明してく

ださったおかげで、理解できるよう努力しながら学ぶことができました。また、先生方は質問しや

すい雰囲気をつくってくださり、授業も工夫されていたため、毎日楽しく参加することができまし

た。日本の高校ならではの授業の進め方や学習への取り組み方を実際に体験できたことは、とても

貴重な経験になりました。 

 

ALT キャスパー先生とのお別れ 

キャスパー先生には主に国際教養科１・２

年の DD の授業で、プレゼンテーションの指

導をしていただきました。また普通科の授業

でも楽しいアクティビティを考えてくれまし

た。非常に穏やかで優しい先生で生徒からも

慕われていました。キャンプやハイキングが

好きな先生ですので、異動先の白馬高校での

生活も楽しまれるのではないかと思います。 


